




















































７．既修外国語系

【現 状】

《開講科目》

授業科目名 内 容（目 標） クラス形態 履修法 単 位

（ ）
英語 Ａ１

主に語彙力と構文力の増強に努めるクラス 指 定 必 修 ４ ２科目
英語 Ａ２

（ ）英 語 Ｂ 多様な学習希望・目標に応じたクラス 選択必修 ２ １科目
選 択

（ ）シラバスによる

英語 ・ の二種類の開講科目はいずれも１科目２単位であり、１年次の前・後学期にクラス指定で開講A B
されている。

英語 は未修外国語との選択必修である。従って、この英語 の選択の有無によって英語 １・Ａ２のみB B A
の２科目４単位取得の場合と、英語 １・Ａ２と の３科目６単位の場合とがある。A B

さらに、この英語の履修は外部検定試験（英検、 、 など）によって代替することができ、学TOEIC TOEFL
部によって指定された点数を取得することで免除される。

《クラス展開 （学部・学科別）》

学 部 授業科目名 ク ラ ス 数

英語A1､2 １８クラス（各９クラス）
教 育 学 部

英語B １０クラス（内NSクラス２） ※NS=Native Speaker

英語A1､2 ６クラス（各３クラス）
地 域 科 学 部

英語B ５クラス（内NSクラス１）

英語A1､2 ６クラス（各３クラス）
医学部・医 学 科

英語B ４クラス（内NSクラス２）

英語A1､2 ６クラス（各３クラス）
医学部・看護学科

英語B ４クラス（内NSクラス２）

各 の２クラス含む｡
工 学 部

英語A1､2 ３８クラス（各１８クラス）※ A1､2･･ 1ｸﾗｽ夜間主

含む｡英語B ２１クラス（内NSクラス４）※ 1ｸﾗｽ夜間主

英語A1､2 １４クラス（各７クラス）
応用生物科学部

英語B ８クラス（内NSクラス１）

（ ）総 計 １４０クラス 前年度：１０９クラス

《今年度の改革点》

①クラス数の増加と少人数化

・全体のクラス数を前年度より３１クラス増やし、英語A1､A2クラス（必修）の受講者人数を全学部にわ

たり４０人以下とした。

・英語Bクラス（選択必修）を各学部教員の担当者を増やし、前年度より２～５クラス増加させた。

②英語Ｂ

・従来の指定クラスの枠をはずし、すべて選択クラスとする。

・学生の多様な自主的学習希望（リスニング・スピーキング能力＝「使える英語＝生きた英語」の取得、

ライティング・リーディング＝「作文 「読解」能力の練磨、外国の文化や歴史の勉学、専門英語等）」

に対してきめ細かく対応するため、英語Bをすべてシラバスによる選択クラスに変更

・英語BのＮＳクラス（ネイティブ・スピーカー・クラス）については、少人数化をすすめ、すべて２０

人以下とした。

・英語Bクラスには、各学部の特性に応じた教育目標を明確にした英語の授業も含めることとし、当該学

部からの積極的な担当協力を促した。
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③全科目のシラバス化

・英語Bを含め、英語のA1､A2（指定必修クラス）についてもすべてシラバスを明示することにより、学生

に学習の意義や目的・内容を徹底させ、学習の効率・成果をより高めることをねらった。

・全科目のシラバスを共通様式の冊子にまとめることにより、担当教員側がクラス担当に際し、互いに教

材・指導方針等の連携・連続性を図ることが出来るようにした。

④学生の自学自習環境の確保

、 。授業での学習の延長あるいは補完として 今年度より図書館のAVコーナに自学自習用の英語教材を配備

さらに今年１０月より、インターネットによる英語自習システム（CALL＝Computer Assisted Language

Learning: 主として「TOEIC」対応）を導入している。

⑤指導情報の充実

教科書選択、シラバスの作成等にあたり、担当教員に参考資料としてセンター試験の得点などを提供。

これにより、担当教員は、事前に担当クラスのレベルを客観的に知り、教科書の選択、シラバスの作成

等を含めたクラス指導をより効果的に進めることができるよう便宜を図った（実質的な「習熟度別」クラ

スへの手立て 。）

【課 題】

全学共通教育における英語教育の大きな問題は、履修時期やコマ数が限られており、これだけでは学習量が著

しく少ないというところにある。

従って、全学のカリキュラムとの関係もあって即座に大幅な授業数の増加は望めない現状では、まず現在の全

学共通教育での英語クラスの「授業の効率の改善 「授業形態の改善 「英語担当教員（非常勤講師も含め）のシ」 」

ステムの改善」などで「質の向上」を計って量の少なさをカバーすることを大事な課題としている。

ついで、学部から応用英語の内容を持つ「英語Ｂ」の担当を増強してもらうことを計りたいと考えている。ま

たこれに関わって「学部での英語教育」との連携のあり方を課題としている。

さらに、全学共通教育の立場としては 「学習相談 「自学学習支援 「イングリッシュ・ラウンジなどの既存、 」 」

施設の拡大・整備 「留学生との交流 「留学」などさまざまの方法を開拓していかなければならないと考えてい」 」

る。
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